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チケット料金(税込)

全席自由席
一般　5,500円
学生　2,750円

(当日要学生証提示)

ご購入は、各能楽師
または

オンラインチケット
・宝生会事務局まで

　
演
　
目
　
の
　
解
　
説

　
能

「
高
砂

」
（
た
か
さ
ご

）

　
阿
蘇
の
宮
の
神
主
は
都
に
行
く
途

中

、
高
砂
の
浦
で
松
の
木
陰
を
清
め
る

老
夫
婦
に
出
会
い
ま
す

。
二
人
は
神
主

に
問
わ
れ
る
ま
ま

、
古
今
集
の
序
に
書

か
れ
て
い
る
相
生
の
松
の
謂
わ
れ
や

、

万
葉
集
な
ど
を
引
い
て
松
の
め
で
た
き

事
を
語
り

、
実
は
相
生
の
松
の
精
で
あ

る
と
明
か
し

、
住
吉
に
て
待
つ
と
言

っ

て
去

っ
て
行
き
ま
す

。
神
主
は
折
か
ら

新
船
の
乗
り
初
め
を
勧
め
る
船
頭
の
船

に
乗
り

、
高
砂
の
浦
か
ら
住
吉
へ
渡
る

と
住
吉
明
神
が
現
れ

、
颯
爽
と
舞
を
舞

い
ま
す

。
長
寿
の
象
徴
と
し
て
松
の
め

で
た
さ
を
主
題
に
置
く
神
能
の
代
表
曲

に
し
て

、
誰
も
が
知
る
有
名
な
能
で

す

。

 
能

「
巴

」
（
と
も
え

）

　
木
曽
か
ら
や

っ
て
来
た
僧
は
粟
津
ヶ

原
で
女
に
出
会
い
ま
す

。
僧
が
声
を
か

け
る
と

、
女
は
僧
が
木
曽
か
ら
来
た
こ

と
を
知
り

、
こ
こ
は
木
曽
義
仲
が
最
後

に
自
害
し
た
場
所
な
の
で

、
祀
ら
れ
て

い
る
義
仲
に
一
緒
に
手
を
合
わ
せ
て
欲

し
い
と
頼
み
ま
す

。
夕
暮
れ
が
近
づ

き

、
僧
に
感
謝
し
つ
つ
女
は
去

っ
て
行

き
ま
す
が

、
夜
に
な
り

、
今
度
は
甲
冑

姿
で
長
刀
を
手
に
現
れ
ま
す

。
女
は
巴

御
前
の
霊
と
名
乗
り

、
義
仲
の
最
後
と

自
分
の
戦
い
を
見
せ

、
義
仲
の
命
令
で

木
曽
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
恨
み

を
述
べ
ま
す

。

　
能

「
野
守

」
（
の
も
り

）

　
羽
黒
山
の
山
伏
が
奈
良
春
日
野
に
着
く

と

、
一
人
の
老
人
に
会
い
ま
す

。
山
伏
が

そ
こ
に
あ
る
池
の
名
を
尋
ね
る
と
野
守
の

鏡
と
答
え

、
ま
た
真
の
鏡
は
鬼
神
の
持
つ

も
の
で
あ
る
と
言
い

、
春
日
野
の
鬼
が
昼

は
人

、
夜
は
鬼
と
な

っ
て
野
を
守

っ
た
こ

と
を
語
り
ま
す

。
さ
ら
に

「
は
し
鷹
の
野

守
の
鏡
…

」
の
歌
の
元
に
な

っ
た
謂
れ
を

語

っ
た
老
人
は

、
真
の
鏡
を
見
せ
よ
う
と

塚
の
中
に
消
え
失
せ
ま
す

。
深
更
に
な

っ

て
山
伏
が
祈
る
と

、
鏡
を
持

っ
た
鬼
神
が

塚
の
中
よ
り
現
れ

、
森
羅
万
象
を
鏡
に
映

し
出
し
て
見
せ

、
大
地
を
踏
み
破

っ
て

帰

っ
て
行
き
ま
す

。

山

内

　
崇

生

東

川

　
光

夫

小
倉
伸
二
郎

成

田

　
寛

人

小

林

　
晋

也

小
倉
健
太
郎

佐

野

　
　
登

金

森

　
秀

祥

渡

邊

　
茂

人

杉

　
信

太

朗

金
春
惣
右
衛
門

亀

井

　
雄

二

　
一
月
十
五
日

(

土

)

　
午
後
一
時
始

野
村
眞
之
介

笛
太
鼓

野

月

　
　
聡

終

演

予

定

十

七

時

三

十

五

分

頃

笛


